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彦根市小学校給食調理業務委託仕様書 

 

  本市の小学校給食調理業務を委託するに当たり、その仕様は以下のとおりと

する。 

 

1 業務名称 

  彦根市小学校給食調理業務委託事業 

 

2 履行場所 

区分 1 彦根市立稲枝西小学校（所在地：彦根市本庄町 3583 番地） 

調理場形態：ウエット方式ドライ運用 

区分 2 彦根市立稲枝北小学校（所在地：彦根市下岡部町 597 番地） 

調理場形態：ウエット方式ドライ運用 

 

3 委託期間 

  令和 8 年 4 月 1 日から令和 13 年 3 月 31 日までの 5 年間とする。なお、契約

締結日から令和 8 年 3 月 31 日までは、委託業務の準備期間とする。ただし、近

年の少子化等に伴う学校の統廃合の可能性や、その他社会情勢の変化等により、

委託業務の継続が困難または不要となった場合には、委託期間の途中で委託を

終了することがある。 

     

4 基本条件 

(1) 「学校給食法(昭和 29 年法律第 160 号)」、「学校給食衛生管理基準(平成 21

年文部科学省告示第 64 号)」、「大量調理施設衛生管理マニュアル(厚生労働

省)」、本市の「学校給食衛生管理マニュアル」、「学校における食物アレル

ギー対応マニュアル」および「小学校給食異物混入防止対応マニュアル」に基

づき学校給食を提供する。 

(2) 委託する業務内容については別表 1、経費の分担については別表 2 のとおり

である。 

(3) 施設の使用、厨房機器および備品等貸与品については、別表 3 および別表 4

のとおりとする。 

(4) 委託業務の履行期間中の基本給食人数は、下表のとおりとする。なお、給食

日数は全区分共通で、各年度概ね 187 日とする。 

年度 

給食人数 

区分 1 区分 2 

稲枝西小学校 稲枝北小学校 

令和 8 年度 148 人 104 人 

令和 9 年度 149 人 97 人 

令和 10 年度 140 人 88 人 
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令和 11 年度 129 人 83 人 

令和 12 年度 118 人 83 人 

 

ア 令和 8 年度～令和 12 年度の基本給食人数は見込みであり、変動すること

がある。 

イ 人数は、教職員等を含む。 

ウ 食数の変更がある場合は、日単位で連絡する。 

なお、基本給食人数の増減があった場合でも契約の変更は行わない。 

エ 学校休業日の関係により毎年変動がある。 

オ 学校行事等により土・日・祝日に給食を実施する場合もある。 

(5) 食材料については、彦根市教育委員会彦根市学校給食センターにおいて契

約、購入する。 

(6) 受託者は不測の事態に備え、あらかじめ緊急対応マニュアルを整備し、対応

すること。 

(7) 受託者が新たに業務を受託した場合、初回の給食開始前までに打合せを行

うとともに、委託者および学校関係者に試食の機会を提供すること。なお、こ

れに伴う費用は受託者負担とする。 

(8) 学校の施設改修等に伴い、給食の提供方法や内容等に変更が生じる場合、委

託者と受託者が別途協議を行うものとする。 

 

5 業務内容 

受託者は、委託者が示す「学校給食献立表(調理室手配表)」および調理の方法を

示した「調理工程指示書」に従い、別表 1 の業務分担区分に定める業務を行う。 

 また、別表 1 における注意事項は、以下のとおりとする。 

(1) 給食管理 

ア 調理した給食は、異物混入の有無や味の確認を行った後、学校長または代

行者による検食の配膳と評価を受けなければならない。この評価は業務の参

考とし、異常が認められた場合は学校長の指示に従って対応すること。また、

検食にはアレルギー除去食を含めるものとする。 

イ 嗜好調査、残食調査等には、調理業務従事者も協力すること。 

ウ 給食に係る学校行事(保護者試食会など)等に伴う付随作業についても協

力すること。 

エ 給食提供に関する書類の作成と報告は、指定された期限までに行うこと。 

オ 学校給食献立表とは別に学校独自の献立が実施される場合には、随時対応

すること。また、地産地消の取組として学校が食材料づくり（味噌づくり等）

を行う場合には協力すること。 

カ 委託者の要請に応じて会議に参加すること。 

(2) 調理作業業務 

ア 作業工程表および作業動線図等を作成し、これに基づいて調理作業を行う

こと。 
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イ 学校行事等により校時が変更される場合は、その変更に合わせて調理作業

を行うこと。 

ウ 調理後から喫食までの時間は、可能な限り短縮し、最大でも 2 時間以内と

する。 

エ 食材料の検収時間は、学校長の指示に従うこと。 

オ 配缶および返缶は、学校の指定された場所で行い、児童の安全確認と教職

員等への引渡しを確実に行うこと。 

カ 調理作業は、調理工程指示書、調理室手配表に従って行うこと。 

 (3) 食材料管理 

ア 学校に納品される食材料の検収については、業務責任者またはこれを補佐

する者が、責任を持って行うこと。 

イ 調理過程における食材料の管理は、責任をもって行うこと。 

ウ 保存用食材料・保存食については、適切に採取、管理、保存すること｡ 

エ 受託者の責により食材料等に損失が生じた場合は、当該損害を弁済するこ

と。 

 (4) 施設、設備および調理器具等の使用 

ア 給食調理室の施設や調理用設備・機器類は受託者に無償で使用・貸与する

ものとする。 

イ 業務の実施にあたっては、学校給食室の施設、設備、調理器具等を適正な

方法で使用すること。 

ウ 受託者は、施設、設備、調理器具等を破損した場合は、速やかに学校長に

報告すること。なお、破損の原因が受託者に起因する場合は、当該損害を賠

償するものとする。 

エ 物品等に関する市（委託者）と受託者の費用分担については、別表 2 のと

おりとする。 

オ 受託者は、貸与を受けた機器類等以外のものを、委託者の承諾なしに持ち

込んではならない。 

 (5) 業務管理 

ア 当該校の調理業務従事者については、安定的な配置に努めること。 

イ 業務終了後は、学校給食日常点検票等により学校長へ報告し、その承認を

受けること。また、当該月の業務が終了した際には、完了届(様式 1)を学校

長の確認を得たうえで、委託者に提出すること。 

ウ 調理業務従事者の欠員または交代等が生じる場合には、あらかじめ委託者

および学校長へ報告すること。 

エ 緊急時に備え、あらかじめ交代要員を委託者および学校長に報告しておく

こと。 

 (6) 衛生管理 

ア 衛生管理は、文部科学省の「学校給食衛生管理基準」、「学校給食調理場

における手洗いマニュアル」、「調理場における洗浄・消毒マニュアル Part

Ⅰ」、「調理場における洗浄・消毒マニュアル PartⅡ」、「調理場における
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衛生管理＆調理技術マニュアル」、厚生労働省の「大量調理施設衛生管理マ

ニュアル」および本市の「学校給食衛生管理マニュアル」に準拠すること。 

イ 受託者は、食品衛生責任者を設置し、関係法令を遵守のうえ食品の安全お

よび衛生管理に留意すること。また、給食の調理、配膳等が衛生的に行われ

るよう、従事者に対する衛生教育に努めること。 

ウ 受託者は、調理業務従事者に対し、サルモネラ菌、赤痢菌、病原性大腸菌

(O157、O26、O111)は「学校給食衛生管理基準(平成 21 年文部科学省告示第

64 号)」に基づき、ノロウィルスは「大量調理施設衛生管理マニュアル(厚生

労働省)」に基づき、検査を受検させ、その結果を検便結果報告書(様式 5)に

より報告すること。また、「調理場における洗浄・消毒マニュアル PartⅠ」

に基づき、調理衣を一括管理すること。 

エ 給食室は、作業終了後直ちに清掃および洗浄消毒を適切な方法で行い、清

潔を保持すること。 

オ 施設、設備、調理機器類等についても、清掃および洗浄消毒を適切な方法

で行い、清潔を保持すること。 

カ 残飯および塵芥については、適正な方法により処理すること。 

キ 調理作業における衛生管理については、「学校給食日常点検票」等に基づ

き、確実に実施すること。 

ク 衛生管理全般について、受託者の責任において立入検査を実施すること。 

 (7) 労働安全衛生 

ア 受託者は、調理業務従事者に対し定期的に健康診断を行い、結果を健康診

断結果報告書(様式 4)により報告すること。併せて、常に健康状態の把握に

努め、異常が認められた場合は速やかに受診させ、当該従事者を業務に従事

させないこと。なお、新規採用者を業務に従事させる場合は、従事開始日ま

でに健康診断および検便を行い、結果を確認すること。 

イ 受託者は、労働災害防止のため、従事者に設備、機器等の取扱いを周知徹

底すること。 

ウ 受託者は、夏季の高温環境下における熱中症の発生を防止するため、調理

業務従事者に対し、適切な水分補給や休憩時間の確保を図るとともに、身体

への負担や不快感を軽減するため、冷却機能付き作業服等の装備を行うなど

の工夫を講じること。併せて、熱中症に関する注意喚起および緊急時の対応

方法についても、周知徹底を図ること。 

(8) 環境への配慮 

 ア 調理業務等を行うにあたり、節電、節水および省エネルギーに努めること。 

イ 調理くず等の廃棄物の減量化に努めること。 

ウ 「滋賀県琵琶湖の富栄養化の防止に関する条例」を遵守し、食器用洗剤は

りんを含む家庭用合成洗剤を使用しないこと。 

 

6 調理業務従事者の配置体制、届出等 

受託者は、学校給食に関する業務であることを踏まえ、調理業務に従事する者
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として、専門的な知識および集団調理業務の実務経験を有する者を食数に応じて

適切に配置すること。 

(1) 業務責任者 

業務全体の遂行に責任を持つ者を、受託者として 1 名配置すること。 

(2) 副業務責任者 

業務責任者に事故等が生じた際に、その任を代行できる者を 1 名配置する

こと。 

(3) 調理業務従事者 

業務責任者および副業務責任者を含む調理業務従事者のうち、調理師の資

格を有する者を 1 名以上配置すること。また、可能な限り栄養士の資格を

有する者の配置に努めること。 

(4) 地域管理者 

  受託者は、業務の遂行を監督し、業務責任者への指導や委託者および学校と

の連絡調整を補助するとともに、彦根市内に複数の業務受託校がある場合

には、それらを統括し得る地域管理者（エリアマネージャー等）を配置する

こと。 

(5) 届出等 

 ア 受託業務開始時に、調理業務従事者等届出書(様式 2)を委託者に 1 部提出

すること。 

 イ 調理業務従事者に変更が生じた場合は、調理業務従事者等届出書（様式 2）

および調理業務従事者等変更報告書(様式 3)を委託者に提出すること。 

(6) 調理業務従事者の雇用、駐車場の確保 

ア 従事者の雇用に際しては、可能な限り地元（地域）からの雇用に努めるこ

と 

イ 通勤用自動車の駐車場は、原則として従事校の敷地外に確保すること。た

だし、軽車両については、学校長の許可を得た場合に限り、敷地内への駐

車を認める。 

 

7 調理業務従事者の服務 

(1) 業務責任者は、仕様書に基づき業務が適正に履行されるよう、業務全般にわ

たる責任を負うこと。 

(2) 業務責任者は、業務履行に関して委託者と連絡および調整が円滑に行える

体制を整えておくこと。 

(3)調理業務従事者は、食中毒、火災、盗難等の事故の発生しないよう十分注意

をすること。 

(4) 調理業務従事者は、清楚かつ清潔な服装を着用し、学校現場にふさわしい身

だしなみを保つこと。 

(5) 調理業務従事者は、学校給食が学校教育の一環であることを理解し、その目

的や意義を踏まえて行動し、児童・保護者および来校者等に不快感を与えるこ

とがないよう配慮すること。 
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(6) 調理業務従事者は、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはいけない。退職後

においても同様とする。 

 

8 研修 

(1) 受託者は調理業務従事者に対して、調理および食品の取扱い等に関して安

全・衛生かつ適正な業務遂行を徹底させること。学校給食の目的や調理の意義

を十分理解させ、児童の健やかな成長に資するよう、人権研修を含む研修を実

施し資質の向上に努めること。 

(2) 新たに業務に従事する者に対しては、必ず研修を実施したうえで、従事させ

ること。 

(3)業務内容や注意事項の周知徹底を図るため、朝礼等を通じて確認・共有を行

うこと。 

 

9 協力事項 

(1) 地産地消や食育推進等、彦根市の方針に基づく取組に協力すること。また、

彦根市および各小学校が実施する食に関する指導や研修会においても協力す

ること。 

(2) 保健所や学校薬剤師等による立ち入り検査については協力すること。 

(3) 委託者が実施する工事等により清掃および立会い等が必要となる場合は、

学校の長期休業期間を含め、協力すること。 

(4) 調理業務等の円滑な実施のため、委託者および学校長が開催する会議への

出席を求められた場合は参加すること。 

(5) 委託者から各種調査資料等の提出を求められたときは協力すること。 

(6) 災害等が発生した際には、調理施設および設備の復旧作業等に協力するこ

と。また、彦根市等から要請があった場合には、学校調理施設を活用した炊き

出し等の救援作業に可能な限り協力すること。 

(7) 給食の提供が困難となる不測の事態が発生した場合には、給食の確保に向

けた対応に協力すること。 

(8) 契約期間満了により、受託者が変更となった場合は、次の受託者が調理業務

を円滑に遂行できるよう、引継ぎに協力すること。 

 

10 業務計画書等 

 受託者は、仕様書に基づく業務計画書を、委託者が指定する日までに提出する

こと。 

 また、業務終了後等には関係書類を作成し、委託者に提出すること。 

 

報告書 提出期日 提出先 

完了届 (様式 1) 
翌月､学校長の確認

を受け、速やかに 
教育委員会 
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調理業務従事者等届出書 (様式 2) 当初、変更時 教育委員会 

調理業務従事者等変更届出 

書 
(様式 3) 変更時 教育委員会 

健康診断結果報告書 (様式 4) 実施後速やかに 教育委員会 

検便結果報告書 (様式 5) 実施後速やかに 教育委員会 

研修実施報告書  実施後速やかに 教育委員会 

 

11 事故等が発生した場合の対応 

(1) 食中毒または感染症が発生した場合には、彦根保健所の調査に基づき、委託

者と受託者で協議のうえ対応を決定する。なお、当該調査の結果、受託者の過

失が認められた場合は、誠意を持って賠償の責を負うものとする。 

(2) 調理過程で異物混入や不適当な食材が確認された場合は、速やかに委託者

へ報告し、その対応を協議すること。なお、原因が受託者側にあると認められ

る場合は、受託者の責任において適切に処理すること。 

(3) 調理業務従事者が給食室内で事故を起こした場合は、受託者の責任におい

て対応、処理すること。 

(4) 受託者の過失により火災等の災害が発生した場合には、受託者は誠意をも

って賠償の責を負うものとする。ただし、その原因等の判定については、公的

機関の見解に基づき、受託者が負担すべき金額については、委託者と協議のう

え決定するものとする。 

(5) 地震その他不可抗力の災害等については、受託者はその責任を負わないも

のとする。ただし、その場合の調理業務の実施にあたっては、委託者と協議の

うえ、円滑な業務遂行に努めること。 

(6) 受託者の故意または過失により、児童および教職員に提供した給食が原因

となって損害賠償請求が生じた場合は、当該賠償責任を受託者が負うものと

する。 

(7) 食材または調理に関して受託者の過失により不備が生じた場合は、受託者

は直ちに委託者に報告するとともに、賠償責任を負うものとする。 

 

12 代行保証 

受託者は、やむを得ない事情により調理、配送、配膳室業務等の全部または一部

の遂行が困難となった場合に備え、下記の要件を満たす代行業者をあらかじめ選

定し代行保証体制を整備しておくこと。 

(1) 受託者の調理業務等の全てを代行できる体制を有すること。 

(2) 調理、配送、配膳室業務等の代行実施能力が担保されていること。 

(3) 代行に際して明確な連絡体が整備されていること。 

(4) 受託者が業務を再開できる状態となった場合は、速やかに代行業務を解除

すること。 
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13 賠償責任保険の加入 

受託者は、調理業務等に起因して、児童・教職員等に損害を与え、法律上の損害

賠償責任を負う場合に備え、製造物責任法に基づく生産物賠償責任保険に加入し

ていること 

 

14 個人情報の管理 

(1) 受託者は、業務遂行上、委託者から個人情報を受領するにあたり、個人情

報の漏えい、紛失、改ざん等を防止するための措置を講じ、適切な管理に努

めること。 

(2) 個人情報の取扱いにあたっては、関係法令および委託者の規程等を遵守し、

適正に業務を履行すること。 

 

15 その他 

(1) 献立変更等による業務内容の変更については、委託者と調整のうえ業務を

遂行すること。 

(2) 本仕様書は業務全体の基本的事項を定めるものであり、明示されていない

事項についても、仕様書の趣旨に沿って誠意をもって対応すること。 

(3) 関係法令の改正等により、本仕様書の内容を変更または追加することがあ

る。 

(4) 本仕様書に定めのない事項については、委託者と受託者が協議のうえ決定

するものとする。 


